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第５章　地域における事例
22．福島県会津若松市（特許権、商標権）

江戸時代に会津藩の城下町として盛え、今も
「若松城（鶴ヶ城）」や「白虎隊」などの歴史上の
遺跡などで有名な会津若松市を検討する。この地
には「こづゆ（郷土料理）」などの文化的な特色が
あり、「赤べこ」や「会津塗」などの伝統工芸など
により、多くの観光客を集めている。

（１）歴史１

会津若松市にある「大塚山古墳」は４世紀後
半に造営された。この古墳から出土品された「三
角縁神獣鏡」は畿内で鋳造されたものと同一と
推定されている。

1384（至徳元）年に蘆名直盛（あしな なお
もり）により「黒川城（若松城）」が築城された
ことが都市としての始まりである。城下町と
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しての「黒川」は、戦国大名蘆名の拠点として、
奥州最大の都市として発展を遂げた。1589（天
正17）年、伊達政宗が蘆名を滅ぼし、黒川を本
拠地とした。

しかしながら、翌1590（天正18）年には豊臣
秀吉が伊達政宗からこの地を取り上げ、代わり
に蒲生氏郷（がもう うじさと）が入封した。氏
郷は、町の名を「黒川」から「若松」へ改め、
城を改築した。７層の天守（現存する５層の復
元天守は寛永年間に改築されたものが元）を有
するこの城は、氏郷の幼名と蒲生家の舞鶴の家
紋にちなみ、「鶴ヶ城」と名付けられた。

城下町の構築に尽力し、氏郷の旧領の日野、
松阪から商人を招聘した。定期的に市を開設し、
楽市楽座も導入し、漆器などの手工業も奨励し
た。これらの施策が江戸時代の「会津藩」の発
展の礎を築いたと言われる。

氏郷の死後、上杉景勝が入封したが、関ヶ原
の戦い後は、蒲生秀行、加藤嘉明などの領主を
経て、1643（寛永20）年に徳川秀忠の子である
保科正之が入封した。以後、会津松平家の支配
下となり、「会津藩」の城下町として栄えた。

幕末の1862（文久２）年、会津藩主の松平容
保は京都守護職に任ぜられ、尊王攘夷派志士の
取り締まりや京都の治安維持を担った。このこ
とが長州藩を筆頭とする倒幕派（後の明治政府
軍）の恨みを買うこととなった。

1868（慶応４）年に「戊辰戦争」が勃発すると、
会津藩は攻撃の対象とされた（会津戦争）。白
虎隊の自刃などの悲劇が起こり、城下町の大半
が壊滅した。

戊辰戦争後は明治政府の直轄地となり、民政
局が設置された。翌1869（慶応５）年に民政局
が廃止されて「若松県」が設置された。県庁は、
最初は大町の融通寺に置かれたが、後日、旧若
松城本丸に置かれた。戊辰戦争による地域間の
わだかまりは2017年現在の日本でも残っている
と思われる。

1871（明治４）年の全国的な廃藩置県により、
引き続き若松県が設置され、会津若松は若松県
の県庁所在地となった。しかし、1876（明治９）
年に、若松県、福島県（1876年以前）、磐前県
の３県が合併されて現在の「福島県」が誕生した。

1899年、当時の「若松町」が福島県で初の市
制を施行して「若松市」となった。この年の人
口は30,488人であった。1890年に私立会津中学
校が開校し、現在の福島県立会津高等学校に至
る。1899（明治32）年、岩越線（現在の磐越西線）
が若松駅（現在の会津若松駅）まで開通した。

1932（昭和７）年に「御薬園（会津松平氏庭
園）」、1934（昭和９）年には「若松城址」が国
の史跡に指定された。その後も周辺町村の編入
などを繰り返し、1955（昭和30）年の７村編入
時に「会津若松市」に変更して現在に至る。

1961（昭和36）年には人口が10万人を突破し、
1965（昭和40）年には「鶴ヶ城」の天守閣再建
工事が落成した。1989（平成元）年には会津若
松市観光公社が設立され、観光業も発展して
いった。現在の会津若松市の人口は124,062人で
ある（2017年６月１日）。

（２）地理
会津若松市がある「会津盆地」は、「会津平（あ

いづだいら）」とも呼ばれている。この会津盆地
から北の「飯豊山地」を越えると山形県の「米
沢（米沢盆地）」、東は猪苗代を経て奥羽山脈を
越えると中通り地方の「郡山 （郡山盆地）」、西
には野沢などを経て「越後山脈」を越えると新
潟県下越地方の「新潟市（越後平野）」が位置する。

会津盆地の南には「会津高原」と呼ばれる山
間地が広がっており、尾瀬などの観光地が点在
している。市域の西側を「阿賀川」が流れてい
るほか、市の東側は「猪苗代湖」に面している。

この地域は、内陸であるが奥羽山脈以西に
位置しているため、水系は「日本海側」であり、
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